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共存と協調の時代に思うこと
6Jf究組織委n会卓fl長 占賀 利価

20年以 卜も前のこと.ヨーロyバでの学会の桝り.キ÷食のテー

ブルをPHんでの経｡糾｣に,｢東洋からみるとヨーロソバはあたかも
-rklのように.伍llえるが.米たして統一できるものだろうか.｣と符
JHlを発したことがある これに別して.侃々Jrj々 の.演.論が起こり,

ある同の17い研究片が,｢こんな.浅.論はi'i-つ平だ,｣とテーブルをた
たいて17ち上った 時代が移り.他州ltF'11体Ecが超任した T2;請

と辿ifの追いはあるが.I:.C:,帥IrLt)ではrE].堤がないのと['･1然に往火

白山となった そして崩近.ヨーロッパ主紫l土JのLJN究jiがIL･Jじテー

ブルをFtlんで,7メ1)カを密議し.環太平洋にもLJLをh!りながら,

∃IT)/バにおけるヰ門分野での研究のi占作化をどう阿るかについ

て談論する槻Irtlに出会わう躍会があり.まさしく大小 ･協Jqの時代

が到来したとの感を深くした.また.I,;;教におけるユニバーサリズ

ムとrlり様に,利学は術や乍#Iには.民族や国境を超えてf云)里され普

及発脱するという.I,t適作が/T./lJ_うるが.人と人とのコミュニケー

ションの媒体である国際,.汗として,ヨーロソバで炎..1tがぷ巾一に定新

しつつあることが如'Xに和えた

かつてIll:非が二極化し.白山はおろか生命をも而定するような脚

1Iや冷戦という不ヰな対廿の状-N3J:が拭いた時代かあった.地iELlkf

際llT勢が激しく変化しつつあり,その中に,あまり適切なJt現では

ないかもしれないが,標語的に.〟;I_･捷'lpと犬jlA･塩瀬という二

つの略図が結石こしているのがみられる.ケし ムやスポーノのような

公平なルーJL,と笛刊の存LL･しなくなった故やないし抗争では.TT_い

に秋弟にR'L'1りやすく.村有_不T.Tなどによって,〟:/.が''T'r酷となり,

なかなか脱BJできなくなるようた しかし,別代の船出が'J-;すよう

に,玲戦的jlのIbij東という壮人なるカタストロ7をJji機に,国際関

係の改tYfとか.人姉の相栗にかかわるような地球環境とかのr.1服鎧は,

共イ(:･協.JiLJという構E父lのLl｣でこそうまく解決できるという..LJ.戊が,

･LiiJから上岨父にJRりつつあるようだ

地球脱校で政治,縫1礼 引会.文化.u占々 に変LY･の叫糊を迎えつ

つある,呪作.また.自然と人Hiとの)tffの悶題がクローズア ノブさ
れるようになった現在,UP;々 の'.;''会で.既に,いろんなレベルで相

応の努ノ)が払われているとはいうものの.更に同際的に開かれ/=グ

ロ-パルな批点から.学会所動の.C･.衣,社会的役軌 .等について問

われるLLtTがやってくるのではないかと思われる


